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シイタケ栽培高まる

明治百年記念緑化i主動が各地てさかに行なわ

れて、、る伝り 、本町て'はシイアケ栽培品評会が

開催さ.ilt:。 γ イ 7γ栽培iJ年々さかんで町内

て約十本のホタホが栽培されト 、る つ 」れ GIヰ

老人や主婦ーてLかんたんに作業がて与る か bて

ある。 5.t:ホダ木 b笠宮て手がるに入手てごる

農家の品ll~主として十分採算がとれるこどからン

イタケ語、J告の普及はさ』に高1うものど期待さ

れる 。 しか Lこれにあわせての緑化運動もた、、

ゼってある。みん立て'木を植え輝(未来をつ(

')あげよう。
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者一一三継後業農『つよて

流出で人口減る

発 足

都 会

農業後継者対策協議会

三三亨一一::1民
三三 円

本
町
の
由
来
は
、
利
別
川
両

岸
杭
岐
を
主
体
と
す
る
総
合
か

ん
ば
い
恥
梁
の
訂
工
と
併
行
し

て
、
農
業
桝
造
改
普
、
ほ
場
整

刷
、
あ
る
い
は
パ
イ
ロ
ア
ト
事

業
と
遂
年
広
範
聞
に
わ
た
り
事

梁
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
良
家
は
そ

の
経
営
に
あ
わ
せ
大
塑
機
械
力

の
噂
入
を
閣
り
、
命
型
的
な
労

働
力
の
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す

し
か
し
依
然
と
し
て
労
働
力

問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
と
く
に

ぬ
諜
後
継
者
対
策
は
傑
刻
で
す

こ
う
し
た
な
か
で
町
は
こ
の
ほ

ど
こ
の
問
題
解
決
械
と
し
て
8

今
世
町
民
聾
後
継
者
育
成
協
議

会
。
を
発
足
さ
せ
た
わ
け
で
す

が
、
各
出
家
は
将
米
の
経
世
臼
と

に
ら
み
あ
わ
せ
‘
こ
の
問
題
を

じ
っ
く
り
検
討
し
て
み
ま
し
ょ

。
ぅ都

会
流
出
で
農
業
に

わ
ず
か
十
五
人

最
近
「
い
ま
は
お
か
し
な
時

代
で
、
老
人
や
婦
人
は
ほ
う
っ

て
い
て
も
ふ
え
る
が
、
若
い
も

の
は
ほ
う
っ
て
お
く
と
消
え
て

し
ま
う
」
と
よ
く
耳
に
す
る
こ

と
ば
が
あ
り
ま
す
。
た
し
か
に

山
村
か
ら
流
出
す
る
青
少
年
は

少
な
く
な
い
。
ま
ず
町
が
調
ベ

た
蚊
近
の
学
校
悲
本
閥
抗
を
且

ま
す
と
、
中
学
校
の
卒
業
者
は

毎
と
し
三
百
人
あ
ま
り
で
す
が

こ
の
六
イ
必
前
後
が
高
校
に
進

学
し
て
い
ま
す
。
残
る
四
十
%

は
だ
い
た
い
就
峨
さ
れ
お
も
に

部
会
に
流
出
す
る
よ
う
で
す
。

ま
ず
凶
十
二
年
三
月
の
就
業

状
況
を
見
る
と
建
設
業
三
一人、

製
造
世
間
五
十
一
人
、
卸
小
売
業

五
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
」
l

二
人
、

そ
の
他
三
人
、
内
刷
業
十
五
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
愛

知
、
京
京
、
群
馬
、
富
山
、
石

川
県
な
ど
の
道
外
に
四
十
三
人

が
就
職
l
て
お
り
、
道
内
も
加

え
る
と
、
か
な
り
の
流
出
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
町
内
に

と
ど
ま
る
十
五
人
の
品
業
従
事

者
を
見
る
と
男
五
人
、
女
十
人

で
段
業
後
継
者
は
し
だ
い
に
減

少
の
傾
向
に
あ
り
深
刻
な
問
題

で
す
。
人
口
の
減
少
は
こ
こ
数

年
こ
の
よ
う
な
調
子
で
つ
づ
い

て
い
ま
す
。

自
給
生
産
か
ら

商
品
生
産

へ

段
村
は
と
も
す
れ
ば
封
鎖
的

な
風
潮
が
見
ら
れ
、
新
ら
し
い

社
会
へ
の
適
応
が
む
ず
か
し
い

と
か
、

三
ち
ゃ
ん
ぬ
接
と
い
わ

れ
た
の
も
数
年
前
の
話
で
あ
り

、
混
在
は
経
済
成
長
に
之
も
な

い
機
械
力
の
羽
入
か
ら
水
聞
も

大
霊
化
さ
れ
、
酪
段、

畑
作
経

宮
も
か
な
り
近
代
化
さ
れ
、
自

給
的
生
産
か
ら
商
品
生
庫
へ
の

発
肢
と
転
機
と
し
て

ー、
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世
代
に
段
付
の

後
継
者
対
策
が
盟
ま
れ
て
い
る

の
は

k
り
も
な
お
さ
ず
部
会
流

出
が
大
き
な
原
因
で
も
あ
る
よ

う
で
す
。
ち
な
み
に
昭
和
問
寸

年
に
開
設
の
本
町
の
伐
築
学
凶

の
迎
営
状
況
を
見
る
と
‘
凶
」
L

年
度
二
十
八
名
、
四
十
一
年
度

二
十
六
名
、
凶
十
二
年
度
二
十

四
名
で
本
年
度
は
十
五
名
と
竿

度
を
追
う
ご
と
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
こ
と
し
の
男
の

学
凶
生
は
四
十
年
度
に
比
べ
て

十
三
名
が
械
り
そ
の
対
策
に
つ

い
て
事
務
当
局
も
背
泌
し
た
し

だ
い
で
す
。

農
家
も
真
剣
に
考

る
べ
き
へ
だ

以
上
の
こ
と
か
ら
町
は
今
企

町
段
菜
世
継
者
育
成
協
議
会
を

鞘
足
問
題
点
の
究
明
に
来
り
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
》
ま
ず

舵
進
計
同
事
聾
の
方
向
づ
け
と

次
の
こ
と
が
ら
を
寸
す
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

d

1

別
子
対
立
岬
の
集
い

2

文
子
契
約
の
研
究

3

同
体
の
児
約
剥
整

4

喫
践
技
術
の
交
換

5

先
進
地
問
務
、
報
告
会

6

普
行
表
彰

こ
の
よ
う
に
各
本
業
を
も
り

あ
げ
こ
ん
ご
の
対
簡
に
つ

い
て

関
係
者
と
協
議
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
芝
す
が
、
町
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
各
関
係
団
体
の
意

見
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
直

接
民
業
を
手
が
け
る
股
家
側
も

刑
制
帽
的
に
こ
の
川
阿
出
合
研
究
す

べ
き
で
も
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
れ

の
出
業
振
興
策
の
大
き
な
怨
凶

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
俺
継

者
対
策
は
民
家
ば
か
り
で
な
く

中
小
企
読
者
に
も
あ
て
は
ま
る

こ
と
で
干
弟
円
育
成
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
玖
場
か
ら
同
凶
を

掠
究
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
全

力
を
聞
け
る
こ
と
が
町
の
鞘
拠

に
つ
な
が
る
ニ
と
で
り
あ
ま
す

写
真
H

暗
き
よ
排
水
づ
く
り
に

は
げ
む
学
園
生

、

圏困撲断中の交通事故をなく しよう

あそびません
こわいくるまの

とおるみち

(納期)

固定資産税 (2期)5月31日

軽自動車 税 (年升)5月31日

国民健康保険税 (1期)6月30日

5・6月の納税
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改

て

百

年

忙
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、

九
月

二
日
を
記
念
祝
典
の
日
と
決
め

ま
し
た
。
こ
の
日
が
北
海
道
に

改
め
る
開
拓
使
布
告
を
出
し
た

日
で
も
あ
り
ま
す
。

お
も
な
行
事

え

ぞ

地

が

北

海

道

に

ー、

町
杭
の
作
成
へ
限
臨
も
)

2
、
記
念
式
場
に
町
肢
を
掛
げ

代
表
を
番
加
さ
せ
る
。

北
撤
退
百
年
と
い
う
北
海
道

3
、
地
域
産
業
の
照
興
と
緑
化

に

と

っ

て

ま

こ

と

に

意

義

保

い

思

想

の

啓

発

に

町

有
林
造
成

年
で
、
明
治
新
政
府
が
挺
4
し

を

凶

る

。

、
明
治
二
年
に
北
海
道
開

拓

使

こ

の

よ

う

に

、

開

発

の

新

ら

北

梅

道

百

年

は

町

平

道
庁
だ

4
一
戸
}
本
植
樹
迎
動
を
ひ
る

が
設
け
ら
れ
「
え
ぞ
地
L

を
「
し
い
体
制
が
之
ら
れ
た
り
を
機
け
の
お
集
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
め
緑
化
思
想
を
普
及
す
る

北
海
道
」
に
改
め
て
か
ら
、
こ
会
に

「
え
ぞ
地
」
を
「
北

海

道

木

道

の

開

発

が

辺

氏

全

体

の

5
、
森
林
組
合
の
協
力
に
よ
る

と
し
が
ち
ょ
う
ど
百
年
に
あ
た
」
に
改
め
た
の
が
明
治
二
年
八
協
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
背
少
年
林
梁
グ
ル
プ
の
宵

り
ま
す
。

月

十

五

刊

の

こ

と

で

、

い

ま

の

る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

百

平

成

を

図

る

。

明
治
新
政
府
が
誕
生
す
る
と
こ
よ
み
に
な
お
す
と
九
月
二
十
記
今
主
道
民
生
体
が
協
力
L
、

6
、
郷
土
樹
額
五
寸
級
以
上
を

産
業
を
娠
興
し
国
力
を
高
め
る

日
で
す
。
道
で
は
こ
れ
を
記
念
書
加
し
て
行
な
う
べ
き
で
も
あ
納
税
、
庁
舎
前
に
小
公
闘
を

た
め
に
、
新
天
地

「
北
海
道
」

で

す
る
祝
典
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
今
金
造
成
す
る
。

7
、
学
校
林
記

の
開
拓
を
と
く
に
監
視
し
、
明
り
ま
し
た
が
、
旧
般
の
ま
ま
で
町
で
も
い
ろ
い
ろ
の
事
業
を
計
士
他
林
を
推
進
す
る
。

治
二
年

(
一
八
六
九
年
〉
七
月
は
八
月
十
五
日
国
の
行
事
と
も
剖
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

8
、
上
の
国
、
北
桧
山
、
厚
択

に
は
開
拓
使
を
設
け
、
木
造
の

か
さ
な
り
ま
す
L
、
九
H
二

十

て

い

ま

す
の
で
、
町
民
こ

ぞ

っ

部

各
町
で
開
催
の
桧
山
地
方
λ

開
拓
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
り

日

で

は

や
や
型
く
、
山
村
で

も

て

番

加

協

力

し

ま
し

ょ

う

。

ポ

l
ツ
大
金
に
参
加
す
る。
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段
村
風
誌
を
美
し
く
特
色
づ
私
ど
も
の
故
郷
を
。
み
ど
り
u
H

め
幅
狭
く
、
い
つ
も
緑
の
禁

上
中
木

u
ト
ド
マ
ツ
、
エ
〆
マ

け

て

し

る

の

は

屍

敗

林

で

す

。

に

し

た

い

も

の

で

す

。

を

つ

け

て

い

る

木

が

多

い

。

ッ

、
ヒ
ダ
カ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ァ
、
ィ

遊
間
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
出
家
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
段

3
、
季
節
に
よ
っ
て
政
く
風
を
チ
牛
、
ド
イ
ア
ク
ロ
マ
ツ
、
ス

を
と
り
ま
く
屋
蚊
林
の
あ
る
胤
家
の
緑
化
は
ど
う
い
う
婆
が
一
さ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ト
ロ

i
プ
マ
ァ
、
チ
チ
ョ
ウ
カ

景
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
な
が
番
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

本

州

の

た

り

、

高

い

生

垣

が

家

の

そ

パ

類

、
ヵ
ァ
ラ
類
、
ヤ
ザ
ガ
類

い
間
そ
の
土
地
の
生
活
を
よ
り
美
し
い
民
放
林
を
し
ら
べ
て
み
ば
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
レ
類
、
エ
ン
ジ
ュ
、
ヤ
チ
ダ

げ
り
勺
川
抗
日
山
口
じ
れ

住
い
と
緑
化

4
十

町

内

祝

日

r
お
れ

uuhい

特
色
を
も
っ
て
い
る
の
が
神
丘
生
活
に
あ
っ
た
舶
土
方
で
す
。
林
が
家
の
ま
わ
り
を
か
と
ん
ル
ミ
類
、
ポ
プ
ラ
、プ
ラ
タ
ナ
ス

地
区
で
す
。

1
、
確
さ
を
防
く
た
め
に
北
側
で
い
る
の
も
地
方
の
特
色
で

濯
木
類
1
ウ
グ
ガ
矧
、
ア
ジ
サ

鮎

力

あ

る

股

接

抗

日

常

'

も

、

力

に

叩

く

拙

一

子

り

れ

広

さ

も

た

あ

り

ま

す

。

イ

期

、

ッ

ゲ

の

知

、

ハ

ラ

、

ボ

強
い
郷
土
愛
も
こ
う
し
た
奨
し
も
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
こ
う
し
た
こ
と
が
花
園
の
段
家
ヶ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
サ
サ
の
知
、

生
垣
周
H

ヒ
パ
類
、
カ
エ
デ
煩

い
民
泣
か
ら
生
れ
る
わ
け
で
す

は
建
築
材
、
薪
材
を
う
2
4

だ

の
生
活
に
あ
っ
た
犀
敷
林
の
造

イ
チ
牛
、
パ
ラ
、

こ
れ
か
ら
は
、
将
来
の
こ
と
を
す
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
成
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ぎ
に
屋
イ
ラ
ツ
夕
、
ア
メ
リ
カ
ノ
ギ
ニ

考
え
て
、
ど
ん
ど
ん
木
を
植
え

2
、
西
側
は
西
日
か
さ
け
る
た
放
林
に
適
す
る
樹
木
と
し
て
は
七
、
ア
カ
ン
ヤ
、
ポ
プ
ラ
。

れ

め

り

ま
し
た
。

祝
典
は
九
月
二
日

全
町
民
も
参
加

111

1 

EESE-風雪百年輝く未来
一一一一 ‘ ・邑ケ一一て~ えそ地を北海道と改めてから

可・ ~ ど-4.Jt百年にあたります

時
間
外
の
篭
話
は

町
総
合
計
画
審
議

会
委
員

H
m人
委
嘱

地
肢
の
開
発
を
す
す
め
、
住

民
都
副
の
同
引
退
を
は
か
る
に
は

長
期
的
か
っ
総
合
的
な
視
野
に

た
っ
た
計
州
が
必
嬰
で
あ
る
と

今
金
町
総
合
引
川
副
事
議
会
が
新

年
肢
か
ら
唱
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
第
一
回
辞
誠
会
が
一

H
午

後
一
時
か
ら
役
場
大
会
隠
宝
で

聞
か
れ
、
こ
ん
ど
の
計
幽
策
定

な
ど
作
業
の
す
す
め
方
な
ど
を

協
犠
し
ま
し
た
。
ま
た
委
嘱
さ

れ
た
委
員
は
次
の
と
お
り

白
状
井
定
一
伊
藤
綱
義

加

藤

五

郎

藤

村

徳

蔵

丸

山

九

内

大

凶

憎

明

笹

森

武

矧

早

川

古

郎

金

山

政

義

佐

藤

健

桜

木

武

郎

岩

村

勉

引

上

幸

吉

治

水

健

次

消
水
在
義
消
ホ
キ
ン

南

川

山

T
J

藤
栄
作

伊

藤

一

治

大

場

功
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堤
防
用
地
の
使
用
は

禁
止
さ
れ
て
い
る

民
防
の
保
全
お
よ
び
水
防
荊

動
」
の
必
前
広
か
ら
民
防
見
内
の

の
り
じ
り
(
去
尻
)
か
ら
十
メ

ー
ト
ル
以
内
の
使
用
ま
た
は
収

税
が
品
川
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば

4
Uの
欣
牧
や
印
刷

の
緋
円
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は

人
工
災
害
を
説
発
す
る
大
き
な

開
凶
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
使

用
し
た
場
合
は
原
状
回
復
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
十
分
注

E
く
だ
さ
い
。

(
商
船
開
発
建
設
部
〉

T
V
の
函
館
ロ
ー
カ
ル

日
月
か
ら
見
ら
れ
ま
す

N
H
K
一
山
飢
放
問
n
M
は
桧
山

海
作
地
方
の
難
悦
状
態
背
改
斡

す
る
た
め
、
い
ま
大
成
町
長
磯

地
区
に
テ
レ
ビ
中
継
同
を
迎
設

中
で
す
。
完
成
は
十
月
下
旬
で

す
の
で
寸

一
円
か
ら
商
船
ロ
ー

カ
ル
テ
レ
ビ
が
今
金
町
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
中

継
は
雨
前
聞
を
親
問
に
口
持
、
大

成
を
経
て
北
桧
山
閃
か
ら
電
波

を
送
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
北
部
桧
山
地
方
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
V
H
F
帯
の

屯
波
な
の
で
コ
ン
パ
タ
!
の

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
や

っ
と
難
視
が
解
決
さ
れ
毎
日
ロ

ー
カ
ル
放
送
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
民
間
放
送
町
も
共
同
組

設
の
か
ま
い
だ
け
に
、
話

L
あ

い
い
か
ん
に
よ
っ
て
こ
れ
も
ま

も
な
く
解
決
さ
れ
そ
う
で
す
。

向
テ
レ
ビ
の
受
診
料
が
か
わ
り

ま
し
た
。

カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
は
一
か
月
四

百
六
十
五
円
、
白
川
は
三
百
4
1

五
円
で
す
。
半
年
分
で
カ
ラ
!

三
千
五
百
六
十
円
、
年
払
い
は

五
千
百
十
五
円
と

=-q凶
百
六

十
五
円
と
か
な
り
割
引
に
な
り

ベ
ん
り
な
千
金
口
座
払
い
も
あ

り
ま
す
。

国
家
公
務
員
試
験
の

申
込

四
十
三
勾
度
各
同
国
家
公
務

日
銀
問
試
験
の
申
込
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。
上
級
即
種
試
験
5
月
l
H
t

辺
自

O
J級
乙
純
試
験
(
叩
純
と
川

じ
V

O
中
級
試
験
9
月
お
日

t
m月

同
日

O
初
級
試
験
(
都
二
回
)
7
月

-
H
J
お
日

O
航
空
伯
制
官
試
験
9
月
2
H

t
お
M

O
海
上
保
安
牢
校
d
イ

44試
験
日

月
却
日
J
ロ
月
日
日

O
気
象
大
学
学
生
試
験
日
月
刊
山

日
J
ロ
月
刊
日

糧生きい戸建Z淵 {i

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

標

語

募

集

。
作
品
の
ね
ら
い

札
制
オ
リ
ゾ
ピ
ア
タ
を
成
功

さ
せ
る
要
凶
を
効
果
的
に
表

足
す
る
a

。
応
耳
資
格
牢
数
は
制
限
な
い

O
応
募
用
紙
官
制
は
が
き
に

一

枚

一
占
と
し
、
住
所
、
氏
名

年
令
、
勤
拘
先
ま
た
は
中
校

名
を
明
記
す
る
。

〈V
締
切
り
六
月

一
日

(当

H
消

印
七
効
)

O
あ
て
先
札
幌
市
北
一
来
四
回

-
H札
輯
市
役
所
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
準
備
計

。
発
表
六
月
二
十
三
日
。

賞
金
入
選
一
占
五
万
円

H
作
十

点

一
万
円

ね
年
度
酪
農
事
業
団
貸

付
牛
の
借
入
申
込
に
つ

い
て

@
貸
付
華
件

l
成

4
一
一
肌
以
上
ヒ
副
以
下
の

飼
育
農
家

2
将
来
酪
農
綜
沼
を
目
的
す
る

出
家

3
貸
付
は
五
年
間
で
掛
利
干
、

yn-4終
に
貸
付
当
時
の
価
格

で
返
済
す
る
。

d

九
月

l
十
月
の
川
に
貸
付

5
五
月
末
日
ま
で
役
場
京
菜
卦

府
政
係
へ
巾
込
む
-』と
J

よ
ろ
こ
び
か
な
し
み

4
月
分

出
生
却
名
石
川
功
治
、
柴
間
杭

草
、
比
藤
長
山
紀
州
出
代
-
寸

川
端
か
す
λ
、
川
肝
加
治
、
小

杉
智
子
、
日
々
木
エ
リ
守
、
中

谷
川
長
、
H
川
山
什
代
一j
、
川
林

麻
足
、
似
品
千
山
川
仙
帆
村
英
和
〈

今
金
〉
中
山
点

て

山

川
伊
久

子
(
英
利
河
)
本
間
良

〈A
W
M
m

〉
大
谷
秀
明
(
抑
口
)
中
山
ル

、一寸
(
小
川
む

山
山
析
也
(
釣

A
W
)

北
飢
明
美
(
八
束
)

死
亡
5
名
小
川
れ
ひ
で
百
行
羽
山

太
郎
関
〈
今
企
)
中
時
太
郎
幻

(
八
束
)
今
野
な
っ

U
(利
己

永
久
選
挙
人
名
簿
を

確
か
め
ま
し
ょ
う

間
八
向
幸
織
院
議
日
油
司
選

挙
は
七
月
七
日
に
一}
一
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
民
が
そ
の
権
利
を

行
似
ず
る
た
め
に
も
日
釧
に
検

討
し
て
必
ず
投
出
し
ま
し

t
う

次
に
該
当
す
る
方
は
至
急
笠

録
手
続
し
て
下
さ
い
。

附
和
二
十
三
台
六
月
二
日
ま
で

に
出
生
し
士
満
二

i
才
の
方
ι

凶
イ
ニ
み
十
一一
月
二
日
か
ら

凶
十
三
年
三
月
-
日
ま
で
に
転

入
し
た
方
c

選
挙
人
名
怖
に
も
れ
た
万
(

三
月
な
録
則
凶
に
巾
山
な
い
方

以
上
の
方
は
六
月
一

H
ま
で

に
在
録
巾
出
い
ん
に
を
拠
出
下
さ
い

今
合
川
沿
71香

、

煎
作
川
徳
太
郎
位
〈
み
か
げ
〉

婚
姻
団
組
品
々
木
新
町
也
H
儲
凶

器
イ
、
山
内
太
郎
"
揮
佐
ア
サ

岩
折
口
。
六
日
山
本
ヒ
デ
子
、
境

問
同
点
目
制
雌

ユ

J
十
、
民
谷

川
県
内
E
ヒ
刊
利
子
、
山
附
武

た

u
小
林
汁

Lr、
知
野
竹
yム

u

大
内
政
子
、
池
間
判
敬
h
以
T
A

ェ
、
干
、
佐
山
附
紀
知
J

八
・
岡
山
相

初
出
、
上
村
源
一

H
神
的
高
久

代
、
ゴ1
代
谷

4
E
山
石
ト
メ
ノ

、
川
合
広

n
u制

服

E
沖
枝
、
出

問
弘
士
"
伊
峡
愛
子
、
時
釈
昨
必

太
郎
H
小
山
川
ト
ミ
子
、
阿
労

mu犬
相
暗
呼
守
、
古
川
鍛
H
佐

藤
サ
y
キ。

人

物

往

来

(四
月
分
)

山
問
主
-N庁
転
任
あ
い

さ
つ

怯
山
主
け
地
方
部
品
事

符
wm絡

桧
山
支
庁
飯
附
技
師
、

常
問
仲
間
前
転
芥
あ
い
さ

つ

イ
一
円
制
民
間
鞘
U
H
革
問
渡
辺

t
h
i
t
'
3
3
3
 

融
引
自
4
3
t
z
員
制

イ
七
H
一
由
航
土
刷
多
川
所
長
転

任
あ
い
さ
つ

ご
十
三
日
前
恨
問
主
庁
長
、
仲

村
純
済
部
品
川
刷
仔
あ
い

さ
つ

一
寸
』
八
日
主
り
渋
谷
緋
地
出
長

品
作
あ
い
さ
つ

n 同iJ 


